
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[032_1992]第三十二回中央図書館貴重文物展観目録
: 『トマス・アクイナス』関係図書

九州大学附属図書館中央図書館

稲垣, 良典
九州大学文学部 : 教授

https://doi.org/10.15017/1485020

出版情報：大学広報. 758, pp.1-6, 1992-03-13. The Committee of Public Relations Kyushu
University
バージョン：
権利関係：



大山広報 平成 4年 3月 13日発行

￥： No. 758 （編集）

九州大学広報委員会

第32田 中央図書館貴重文物展観目録

『卜マス・アクイナス』関係図書一

（中央図書館）

今回は，平成元年に図書館が購入したトマス・アクイナス研究コレクションを

中心に， トマスの著作の刊本および関係図書を下記により展示することになりま

した。教職員ならびに学生諸君に多数御覧頂ければ幸いです。

なお，展観資料の選定・解説・配列等については，文学部稲垣良典教授に御指

導御尽力を頂きました。ここに厚くお礼申し上げます。

ロ」－言”

展観場所

展観期間

中央図書館メインロビー

3月17日（火）より

3月24日（火）まで

(7日間）
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はじめに

大
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子ー 広 報（No.758) 

『トマス・アクイナス』関係展観図書解説

トマス・アクイナス（Thomasde Aquino 1225頃－1274）の名前は，しばし

ばゴシック大聖堂に比せられる代表的著作『神学大全J(Summa Theologiae) 

によってよく知られているが，わが国ではいまだにかれを中世キリスト教世界，カ

トリック教会，さらには封建制度などの擁護者あるいは代弁者に仕立てあげる悪

い習慣があとを絶たず，「トマス」の名で多くの虚像や偶像が横行している。この

ような虚像や偶像を破壊して， トマスの実像に迫ることは容易ではないが，かれ ＠ 
が同時代の教会当局者や有力な神学者たちの目に危険な「革新家」と映っていた，

という事実は，われわれにトマスを見直すきっかけを与えてくれるかもしれない。

20年に満たない短い著作期間の問に

トマスはほとんど信じ難いほどの彪大な

著作を生みだしたが，そのほとんどが口

述速記によるものであり，今日残ってい

る僅かな直筆手稿は難読なことで有名で

ある。本展観では， トマスの主著『神学

大全』を中心に，最も古いトマス全集か

ら最も新しい全集版にいたる，いくつか

の代表的な版を紹介し，それを補うもの

として 15世紀の刊本（いわゆる「イン

キューナプラ」）およびトマスの仕事の

背景に属する 2・3の著作を紹介する。

トマスの肖像画 15世紀ガンのユス卜ゥス
による。 Friar Thomas D’Aquinoから転載
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大 学 広 報（No.758) 

① アルベルトゥス・マグヌス（1200頃ー1280）「神学真理綱要」ケルンI 1475. 

アルベルトゥスはその博学のゆえに存命中から「大」（マグヌス）と称せられ

たほどの名声を得た。かれは 1248年，ケルンに神学大学を設立しており，この

神学大学が現在のケルン大学の前身であるところから，ケルン大学の創立者と

も称せられる。トマスは 1248年から 52年までアルベルトゥスの下で学んだ。こ

の著作はA.ボノレグネ編のヴィヴェス版全集にもふくまれているが，アルベルト

ゥスの真作ではなく，かれの直弟子の一人ストラスプルグのフーゴーの作であ

ることが知られている。

② アンセルムス（カンタペリーの） (1033-1109）「著作集Jストラスブルグ.1496. 

アウグスティヌスに深く傾倒し，「知解を探究する信仰」（fides quaerens 

in tellectum）という根本的立場から，学としての神学の確立をめざしたアンセ

ルムスは「スコラ学の父」と称せられる。トマスはアンセルふスの有名な神の

存在論証にたいしては批判的であるが，神学を基本的に「知解を探究する信仰」

として遂行することに関してはアンセルムスに従ったといえる。

③ ボエティウス（Anicius Manlius Severinus Boethius 480頃－524)

「哲学の慰め」ケルンI 1535. 

ボエティウスは哲学史および文学史上の古典として有名な本書のほか，アリ

ストテレスの論理学的著作の翻訳，およびいくつかの神学的小著作を通じて中

世スコラ学にたいして大きな影響を及ぼした。トマスはボエティウスの「三位

一体論」「デ・ヘプドマディプス」について註釈を書き，本書からもひんぱんに

引用している。

④ キケロ（MarcusTullius Cicero 106-43 B.C.）「著作集Jパリ I 1538-39. 

トマスはベネディクト会のモンテ・カシーノ修道院で初等教育を受けたさい

にキケロの文章を暗記したにちがいないが，とくに倫理学の分野ではキケロに

大きな権威を認めていた。
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子ー 広 報（No.758) 

⑤ サン・ヴィクトルのリカルドゥス（Richardusde S. Victore 1123頃－1173)

「全集」パリ， 1518.

パリ郊外のサン・ヴィクトル修道院は神秘主義の伝統で有名であるが， 13世

紀に大学が成立する以前の時代における学術の中心の一つでもあった。リカル

ドゥスはかれに先立つフーゴーと共にこの学派を代表する神学者であり，その

主著は三位一体論である。

⑥ 卜マス・アクイナス「自由（任意）討論集」ウルムI 1474, 

「自由討論（集）」 QuaestionesQuodli betalesとは，文字通り，誰でも，

どんな問題についても質問してよい討論のことであり，中世の大学では復活祭

の前とクリスマスの前に行われるのが例であった。これは「開かれた」大学と

しての中世大学の特徴を遺憾なく示すもので， トマスのは長短さまざまの 12の

「討論」において，約260の興味深い問題について論じており，そのなかには「キ

リストは復活のあと食物をとることによって本当に食べたのか」「断罪されて地

獄にいる者は自分たちの敵がいっしょに罰せられて苦しむのを見て喜ぶか」「真

理，酒，帝王，女のなかで一番強いのはどれか」などの問題がふくまれている。

⑦ トマス・アクイナス「命題論集註解」ヴェネチア＇ 1486. 

13世紀，神学部で教科書のーっとして用いられていたペトルス・ロンパルド

ゥス（PetrusLombardus 1100-1160）の「命題論集」の註解。トマスは当時

の大学の規定に従って，パリ大学の神学部教授候補者としてこの書物の註解を

行った。
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改訂批判版を刊行した。

トマス・アクイナス「神学大全」⑨ 

パルマ．パルマ版1852.

この版のほか，現在入手可能な全集と19世紀における代表的なトマス全集。

完全な全集ではないがマリエッティパリ。および，してはヴィヴェス版 1889,

版がある。． 
レオ版．トマス・アクイナス「神学大全」⑩ 

教皇レオ 13世 (1810-1903；在位1878-1903）はトマス・アクイナスの神学，哲

1879年「天使的博士・聖トマス・アクイナスの精神にもとづ学を高く評価し，

同年「ローマ・聖トマスくキリスト教的哲学の復興Jと題する回勅を発布し，

トマス著作の厳密な批判版の刊行の仕事を同学士院に要学士院」を設立して，

刊行この要請にこたえて出版されたのがレオ版全集であるが，現在，

まだ完結の見込は立っていない。
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⑪ トマス・アクイナス「神学大全Jブーサ版 1980’，シュトゥットガルト．

「トマス総索引」製作のために準備されたトマス全集。

⑫「トマス総索号IJ Index Thomisticus 1 975～， シュ卜ゥットガルト．

1946年，イタリア，ガララーテのアロイジアヌム大学哲学教授ロベルト・ブー

サ神父（イエズス会）は，完壁なトマス著作の用語索引の製作を思いたち， IBM

の支援をえて， 1947年にガララーテで作業を開始した。後にこの作業はピサの

国立大学計算機センターで続けられたが，現在はヴェネチアのイタリア IBM研

究所で行われている。 60巻で完成予定のこの総索引はトマス，および中世哲学

研究のために不可欠の研究手段である。

⑬ トマス・アクイナス「神学大全J日本語版

トマス・アクイナスの著作の日本語訳はこれまで様々の人によって試みられ

てきたが，その主著『神学大全』の全訳は高田三郎京都大学名誉教授を中心と

する数人のグループによって企てられ， ドイツ語版と同じく 36冊で完結の予定

である。 1960年に第一冊が刊行され，現在までに 16冊が刊行されている。
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